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明
末
『
四
書
』
注
釈
書
日
本
伝
来
後
の
受
容
と
影
響

─
『
四
書
知
新
日
録
』
を
中
心
に

─

鍋
島
亞
朱
華

一
、　
は
じ
め
に

『
四
書
』
は
朱
子
学
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
宋
明
以
来
の
儒
学
の
重
要
な
経
典
で
も
あ
る
。
日
本
に
伝
わ
っ
て
か
ら
は
、
江
戸
時

代
の
漢
学
者
の
研
究
の
主
軸
で
も
あ
っ
た
。
中
国
に
お
い
て
は
、
陽
明
学
派
の
出
現
以
降
『
四
書
』
の
解
釈
は
以
前
に
も
増
し
て
多
様
性
を
持
つ

こ
と
と
な
っ
た
。
明
末
の
多
種
多
様
な
『
四
書
』
注
釈
は
、
ほ
ぼ
時
間
差
な
く
直
接
江
戸
初
期
の
日
本
へ
伝
わ
っ
て
お
り
、
中
国
で
は
逸
失
し
て

い
る
も
の
が
日
本
に
現
存
し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
る
。
本
論
で
扱
う
明
人
鄭
維
嶽
（
字
申
甫（

（
（

、
別
号
孩
如
、
生
卒
年
未
詳
、
万
暦
四
年
挙
人
）

の
『
四
書
知
新
日
錄
』
も
佚
書
の
一
つ
で
あ
る
。

『
四
書
知
新
日
錄
』
に
は
明
儒
の
注
釈
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
王
陽
明
以
降
の
二
十
八
名
の
明
末
思
想
家
の
『
四
書
』
に
関
す
る
著
作
が
引

用
さ
れ
、
中
に
は
所
謂
修
証
派
の
李
見
羅
（
材
）、
湛
門
派
の
許
敬
菴
（
孚
遠
）、
現
成
派
の
羅
近
溪
（
汝
芳
）
な
ど
の
多
様
な
言
説
あ
る
。
林
羅

山
『
大
学
諺
解
』、
佐
藤
一
斎
『
大
學
欄
外
書
』、
大
塩
中
斎
『
古
本
大
學
刮
目
』、
吉
村
秋
陽
『
大
學
賸
義
』
等
は
こ
の
書
物
を
通
し
て
明
儒
の

学
説
を
引
用
し
て
お
り
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
明
末
の
学
術
思
想
を
知
る
上
で
極
め
て
便
利
な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る（

（
（

。 

本
論
は
『
四
書
知
新
日
錄
』
を
中
心
に
、
明
末
の
『
四
書
』
注
釈
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
状
況
の
一
端
を
論
じ
て
み
た
い
。
先
ず
は
現
存
す
る
テ

キ
ス
ト
三
種
を
比
較
分
析
し
、
次
に
「
大
学
」
の
部
分
を
中
心
に
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。
明
末
の
『
四
書
』
解
釈
の
多
様
性
の
一
端
を
浮
き
彫
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り
に
し
た
上
で
、
江
戸
期
に
お
け
る
明
末
四
書
学
の
受
容
状
況
を
解
明
し
た
い
。

二
、『
四
書
知
新
日
錄
』
に
つ
い
て

『
四
書
知
新
日
錄
』
は
中
国
で
の
現
存
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
經
義
考
』
及
び
『
千
頃
堂
書
目
』
で
そ
の
形
跡
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
經
義
考
』
卷
二
百
五
十
七
に
は
「
鄭
氏
維
嶽　

四
書
知
新
日
錄　

三
十
七
卷  

未
見
」
と
あ
り
、『
千
頃
堂
書
目
』
卷
三
に
は
「
鄭
維
嶽　

四

書
知
新
日
錄
三
十
七
卷　

福
建
南
安
舉
人
萬
曆
中
官
靖
府
同
知
」
と
あ
る
。『
經
義
考
』
の
著
者
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
─

一
七
〇
九
）
は
実
物
を

見
て
い
な
い
が
、『
四
書
知
新
日
錄
』
は
三
十
七
巻
で
あ
る
と
記
載
し
て
お
り
、
ま
た
、『
千
頃
堂
書
目
』
か
ら
は
鄭
維
嶽
は
福
建
南
安
の
人
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

作
者
の
鄭
維
嶽
に
つ
い
て
は
、『
明
史
』
に
伝
記
は
な
い
が
、
巻
九
十
六
に
「
鄭
維
嶽
易
經
意
言
六
卷
」
及
び
「
鄭
維
嶽
四
書
知
新
日
錄
三
十

七
卷
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
『
四
書
知
新
日
錄
』
は
三
十
七
卷
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。

以
上
を
手
掛
か
り
に
『
福
建
通
志（

（
（

』
を
紐
解
く
と
、
巻
五
十
一
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

鄭
維
嶽
、
字
は
孩
如
、
万
暦
丙
子
（
四
年
）
の
挙
人
。
五
河
県
を
管
理
し
、
方
田
法
を
制
定
、
淮
河
を
疎
通
し
て
、
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
た
た
め
、
曲
靖
同
知
に
昇
進
し
た
。『
易
経
密
義
』
な
ど
を
著
し
、
刊
行
し
た
。

鄭
維
嶽
、
字
孩
如
、
萬
曆
丙
子
舉
人
。
知
五
河
縣
、
立
方
田
法
、
濬
淮
河
、
皆
有
善
蹟
、
陞
曲
靖
同
知
。
著
有
『
易
經
密
義
』
諸
書
行
世
。

ま
た
、『
閩
中
理
學
淵
源
考
』
巻
七
十
七（

（
（

に
は
、

鄭
維
嶽
、
字
申
甫
、
別
號
は
孩
如
、
南
安
の
人
。
…
維
嶽
は
聖
学
を
探
求
し
、
禅
に
も
通
じ
、
経
書
を
講
じ
る
と
、
論
弁
が
尽
き
る
こ
と
が



明末『四書』注釈書日本伝来後の受容と影響

— 3 —

な
か
っ
た
。
…
『
知
新
録
』、『
四
書
正
脈
』、『
易
經
密
義
』、『
意
言
』、『
禮
記
解
』
な
ど
の
著
書
あ
り
。（
閩
書  

南
安
邑
志
）

鄭
維
嶽
、
字
申
甫
、
別
號
孩
如
、
南
安
人
。
…
維
嶽
究
心
聖
學
、
兼
通
禪
理
、
每
講
經
、
論
辨
無
窮
。
…
有
《
知
新
錄
》、《
四
書
正
脈
》、

《
易
經
密
義
》、《
意
言
》、《
禮
記
解
》
諸
書
。（
閩
書  

南
安
邑
志
）

と
あ
る
。

以
上
が
管
見
の
限
り
で
の
鄭
維
嶽
に
つ
い
て
の
伝
記
資
料
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
鄭
維
嶽
は
万
暦
四
（
一
五
七
六
）
年
の

挙
人
で
あ
り
、『
知
新
日
錄
』
以
外
に
も
『
四
書
正
脈
』、『
易
經
密
義
』、『
意
言
』、『
禮
記
解
』
な
ど
の
著
書
を
残
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
上
記
の
著
書
の
中
で
確
認
で
き
る
も
の
は
『
四
書
知
新
日
録
』
の
み
で
あ
り
、
現
存
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
は
少
な
く
と
も
四
種
あ
る（

（
（

。 

書
影
（【
図
一
】
～
【
図
四
】）
は
文
末
に
附
し
て
あ
る
。

（
1
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
六
卷 

八
冊 

明
（
一
五
九
六
年
）
刊 【
図
一
】

（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
）

（
2
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
六
卷 
十
冊 

江
戸
刊
（
木
活
）【
図
二
】（

國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
靜
嘉
堂
文
庫
所
蔵（

（
（

） 

（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
二
三
卷 
六
冊 

明
版　
【
図
三
】

（
上
智
大
學
國
文
學
科
所
蔵
）

（
4
）『
新
鐫
溫
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
六
卷 

九
冊
（
存
四
冊
）【
図
四
】

明
潭
城
余
彰
德
刊
本（

（
（

？ 
（
國
立
臺
灣
大
學
圖
書
館
、
國
家
圖
書
館
漢
學
研
究
中
心
所
藏
）

書
名
は
、
版
心
に
は
『
四
書
知
新
日
録
』
或
い
は
『
知
新
日
録
』
と
あ
り
区
別
し
に
く
い
た
め
、
い
ず
れ
も
一
葉
目
首
行
の
記
載
に
拠
っ
た
（
下
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線
は
筆
者
に
よ
る
）。
同
じ
『
四
書
知
新
日
録
』
だ
が
、
わ
ず
か
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
1
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』
と
（
2
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』、
は
書
名
の
み
で
な
く
、
内
容
も
同
じ

で
あ
る
が
、（
1
）
は
明
版
、（
2
）
は
江
戸
の
翻
刻
版
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
の
目
録
に
は
、（
1
）
の
明
版
は
林
氏
所
蔵
、（
2
）
の
江
戸
翻
刻
版

は
高
野
山
釈
迦
門
院
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
共
に
六
巻
で
、（
1
）
は
八
冊
、（
2
）
は
十
冊
と
な
っ
て
い
る
。
版
本
の
様
式
を
比
べ
る
と
、
以
下

の
違
い
が
あ
る
。

表
一
﹑『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
二
種
比
較
表

版
本

（
1
）
明
版

（
2
）
江
戶
翻
刻
版

版
式

十
三
行
三
十
字

十
一
行
三
十
字

有
界
線

無
界
線

左
右
雙
邊
欄

左
右
雙
邊
欄

單
魚
尾

雙
魚
尾

版
心
「
四
書
知
新
目
録  

大
學
一
卷
」

版
心
「
四
書
知
新
目
録  

大
学
一
卷
」

刊
記

卷
首
封
面
裏

無

「
溫
陵
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄 

 〔
丙
申
（
一
五
九
六
）
冬
萃
慶
堂
余
泗
泉
梓
〕」

序
文

序
文
末

序
文
末

記
載

「
甲
午
（
一
五
九
四
）
孟
冬
之
吉
觀
靜
窩
主
人
孩

如
子
鄭
維
嶽
書
于
芋
原
舟
次
」

同

版
式

序
文
為
抄
本
、
無
邊
欄
、
無
版
心

序
文
為
刻
本
、
有
邊
欄
、
有
版
心

表
1
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、（
1
）
が
八
冊
で
（
2
）
が
十
冊
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
各
頁
の
行
数
と
字
数
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
内
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容
に
異
同
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。（
1
）
明
版
は
刊
記
に
よ
る
と
丙
申
年
、
つ
ま
り
万
暦
二
十
四
（
一
五
九
六
）
年
の
冬
に
刊
行
さ
れ
て
お

り
、
序
文
は
そ
の
二
年
前
の
甲
午
（
一
五
九
四
）
年
に
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
序
文
は
抄
本
で
あ
り
、
訓
点
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。（
2
）

江
戸
期
翻
刻
版
は
版
式
は
（
1
）
明
版
と
違
い
、
界
線
が
な
く
、
和
刻
本
で
よ
く
見
る
版
式
で
あ
る
。
刊
記
が
附
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
刊
行

の
年
代
が
特
定
で
き
な
い
。
序
文
の
内
容
及
び
序
文
末
尾
の
記
載
年
は
同
一
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
抄
本
で
は
な
く
、
刻
本
で
あ
る
。

（
3
）《
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
》
も
明
版
だ
が
、
書
名
に
「
新
鐫
」
の
二
文
字
が
あ
り
、
刊
行
時
期
が
（
1
）
明
版
よ
り
遅

い
こ
と
が
伺
え
る
。（
1
）
と
（
3
）
を
比
較
す
る
と
表
二
の
よ
う
に
な
る
。

表
二
﹑（
1
）『
鐫
温
陵
鄭
孩
如
觀
静
窩
四
書
知
新
日
録
』（
明
版
）
と
（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
静
窩
四
書
知
新
日
録
』（
明
版
）
比
較
表

版
本

1.
『
鐫
温
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』

3.
『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』

版
式

十
三
行
三
十
字

十
一
行
二
十
四
字

有
界
線

有
界
線

左
右
雙
邊
欄

左
右
單
邊
欄

單
魚
尾

無
魚
尾

版
心
「
四
書
知
新
目
錄  

大
學
一
卷
」

版
心
「
知
新
日
錄  

一
卷
大
斈
」

刊
記

卷
首
封
面
裏

卷
末

「
温
陵
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録 〔
丙

申
（
一
五
九
六
）
冬
萃
慶
堂
余
泗
泉
梓
〕」

「
萬
暦
丙
申
（
一
五
九
六
）
歳
孟
火
禾
温
陵
聚
奎

室
謹
誌
」

序
文

序
文
末

序
文
末

記
載

「
甲
午
（
一
五
九
四
）
孟
冬
之
吉
觀
靜
窩
主
人
孩

如
子
鄭
維
嶽
書
于
芋
原
舟
次
」
序
文
為
抄
本
、
無

邊
欄
、
無
版
心

「
丙
申
（
一
五
九
六
）
孟
春
之
吉
觀
靜
窩
主
人
孩

如
子
鄭
維
嶽
書
于
適
然
軒
」

版
式

序
文
為
刻
本
、
有
邊
欄
、
有
版
心
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表
二
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
は
万
暦
二
十
四
（
一
五
九
六
）
年
春
に
完
成
、
同
年
に
出
版
さ

れ
て
お
り
、（
1
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
の
刊
記
と
僅
か
数
か
月
し
か
違
い
が
な
い
。
序
文
末
の
年
代
は
違
う
が
、
序
文
の

内
容
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
（
1
）
と
異
な
る
部
分
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
の
節
で
述
べ
る
。

（
4
）『
新
鐫
溫
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
は
、
九
冊
の
内
、「
中
庸
巻
二
」、「
論
語
巻
四
」、「
孟
子
巻
六
」
の
四
冊
の
み
残
っ
て
い

る
状
態
の
た
め
、
首
巻
と
末
巻
が
欠
落
し
て
お
り
、
序
文
や
刊
記
の
比
較
が
で
き
ず
、
刊
行
時
期
の
特
定
も
で
き
な
い
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
台

湾
国
家
図
書
館
漢
学
研
究
中
心
の
記
載
で
は
、
日
本
で
明
の
潭
城
余
彰
德
版
に
拠
っ
て
翻
刻
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
台
湾
大
学
蔵
本
に
つ
い
て

は
来
歴
不
詳
。

表
三
、�（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』（
明
版
）
と
（
4
）『
新
鐫
溫
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
』（
日
本
翻
刻
版
？
）

比
較
表

版
本

（
3
）《
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
》
（
4
）《
新
鐫
溫
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
錄
》

版
式

十
一
行
二
十
四
字

十
一
行
三
十
字

有
界
線

無
界
線

左
右
單
邊
欄

左
右
雙
邊
欄

無
魚
尾

雙
魚
尾

版
心
「
知
新
日
錄  

一
卷
大
斈
」

版
心
「
四
書
知
新
目
錄  

中
庸
■
」

刊
記

卷
末

欠
葉

「
萬
曆
丙
申
（
一
五
九
六
）
歳
孟
火
禾
溫
陵
聚
奎

室
謹
誌
」

序
文

序
文
末

欠
葉

記
載

「
丙
申
（
一
五
九
六
）
孟
春
之
吉
觀
靜
窩
主
人
孩

如
子
鄭
維
嶽
書
于
適
然
軒
」

※
序
文
為
刻
本
、
有
邊
欄
、
有
版
心
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以
上
が
テ
キ
ス
ト
四
種
の
版
式
及
び
内
容
に
つ
い
て
の
比
較
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
ま
ず
確
認
で
き
る
こ
と
は
、（
1
）
は
一
番
最
初
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
り
、（
2
）
は
（
1
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。（
3
）
は
（
1
）
の
後
に
改
訂
出
版
さ
れ
、（
4
）
は
日
本
で
翻
刻
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。

上
述
の
『
経
義
考
』、『
千
頃
堂
書
目
』
の
「
三
十
七
巻
」
と
い
う
記
載
と
比
べ
る
と
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
四
種
の
巻
数
は
ど
れ
一
つ
当
て
は
ま
る

も
の
が
な
い
。
そ
の
違
い
は
内
容
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ず
、
毎
頁
の
行
数
、
字
数
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
存
の
資

料
で
は
考
証
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

三
、『
四
書
知
新
日
録
』
の
編
纂
方
法
及
び
内
容
に
つ
い
て

こ
こ
で
『
四
書
知
新
日
録
』
の
編
纂
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
分
量
が
多
い
た
め
、
本
論
で
は
「
大
学
」
を
例
に
、
そ
の
編
纂
方
法
を
分
析

し
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容
の
比
較
を
行
っ
た
。

作
者
鄭
維
嶽
は
、『
四
書
知
新
日
録
』「
大
学
巻
」
を
編
纂
す
る
時
、
ま
ず
は
「
大
学
」
を
章
と
節
に
分
け
、
章
と
節
ご
と
に
明
儒
の
注
釈
を
列

挙
し
、
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
明
儒
は
二
十
名
に
及
び
、
引
用
順
に
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

許
敬
菴
（
孚
遠
）、
王
陽
明
（
守
仁
）、
尤
西
川
（
時
熙
）、
高
中
玄
（
拱
）、
湛
甘
泉
（
若
水
）、
羅
近
溪
（
汝
芳
）、
徐
匡
嶽
（
即
登
）、
徐

岩
泉
（
？
）、
焦
漪
園
（
竑
）、
蘇
紫
溪
（
濬
）、
牛
春
宇
（
？
）、
姚
承
菴
（
舜
牧
）、
沈
覺
齋
（
？
）、
李
九
我
（
廷
機
）、
錢
緒
山
（
德

洪
）、
王
龍
溪
（
畿
）、
黃
癸
峯
（
？
）、
夏
古
汭
（
？
）、
袁
了
凡
（
黃
）、
薛
中
離
（
侃（

（
（

）。

以
上
、
何
名
か
詳
細
が
分
か
ら
な
い
者
以
外
は
、
全
て
王
陽
明
以
降
の
明
代
中
期
～
末
期
に
か
け
て
の
思
想
家
で
あ
る
。
作
者
は
何
故
自
分
自
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身
と
同
時
期
の
思
想
家
の
注
釈
を
こ
れ
だ
け
多
く
集
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
鄭
維
嶽
は
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。『

知
新
日
録
』
は
、
何
故
「
新
」
と
い
う
の
か
。
そ
れ
が
「
故
」
よ
り
出
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。「
故
」
よ
り
出
た
も
の
で
な
い
の
は
、

「
詭
」
と
謂
い
、「
新
」
と
は
謂
わ
な
い
。
道
家（

（
（

の
所
謂
「
識
神
」
が
そ
う
で
あ
る
。
朱
子
の
『
集
註
』
は
今
か
ら
見
れ
ば
「
故
」
で
あ
る

が
、「
故
」
で
は
な
い
。『
四
書
』
の
古
文
が
「
故
」
で
あ
る
。
私
は
幼
い
こ
ろ
よ
り
『
四
書
』
の
古
文
を
読
み
、
少
し
し
て
か
ら
朱
子
の

『
集
註
』
へ
と
読
み
進
み
、
し
っ
か
り
と
覚
え
こ
ん
で
い
っ
た
。（『
集
註
』
以
外
に
）
他
の
も
の
を
聞
か
ず
、
他
の
注
釈
を
覚
え
な
い
程
と

な
っ
た
が
、
疑
問
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
を
読
み
、
以
前
の
疑
問
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
始
め

て
「
温
故
知
新
」
の
説
を
信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
し
朱
子
の
「
故
」
説
が
な
け
れ
ば
、
陽
明
の
「
新
」
説
を
知
る
こ
と
は
な
か
っ
た
だ

ろ
う
し
、『
四
書
』
古
文
の
「
故
」
説
が
な
け
れ
ば
、
朱
子
の
説
に
疑
問
を
感
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
…
陽
明
先
生
は
已
む
を
得

ず
疑
問
を
提
起
し
た
の
で
あ
っ
て
、（
奇
を
て
ら
っ
て
）
新
説
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
…
身
内
の
次
世
代
か
ら
疑
問
が
提
起
さ
れ
た
の

で
、
朱
子
の
故
説
を
示
し
、
朱
子
の
説
を
補
正
で
き
る
新
説
を
次
に
掲
げ
、
自
分
の
見
解
も
附
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
説
を
折
衷
し
た
の
で
は

な
い
。

知
新
日
録
者
、
何
新
？
由
故
而
出
也
。
不
由
故
出
者
、
謂
之
詭
、
不
謂
之
新
。
道
家
所
謂
識
神
是
也
。
朱
晦
翁
《
集
註
》、
故
也
、《
集
註
》

又
非
故
也
。
四
書
古
文
、
故
也
。
吾
少
而
讀
《
四
書
》
古
文
、
稍
進
而
讀
晦
翁
《
集
註
》、
溫
而
熟
之
矣
。
耳
無
異
聞
、
心
無
異
注
、
已
而

乃
有
疑
焉
。
…
已
而
讀
王
陽
明
《
傳
習
錄
》、
乃
昔
所
疑
而
見
者
焉
。
余
始
信
溫
故
知
新
之
説
。
余
非
晦
翁
之
故
、
無
由
知
陽
明
之
新
；
余

非
《
四
書
》
古
文
之
故
、
無
由
起
晦
翁
之
疑
。
…
陽
明
先
生
不
得
已
而
有
言
也
、
彼
非
求
新
也
。
… 

窩
中
兒
姪
輩
問
疑
義
、
余
示
以
晦
翁

故
説
、
諸
新
説
可
補
正
晦
翁
者
、
余
稍
次
焉
、
間
亦
附
以
己
見
、
余
非
敢
折
衷
之
也
。

上
の
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
知
新
日
録
』
の
書
名
は
「
温
故
知
新
」
に
由
来
す
る
。
鄭
維
嶽
は
「
故
」
よ
り
出
た
も
の
で
な
け
れ
ば
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「
新
」
と
は
謂
わ
な
い
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、「
新
」
た
は
無
か
ら
創
造
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
元
と
な
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

う
の
で
あ
る
。『
四
書
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
代
の
読
書
人
に
と
っ
て
は
、
朱
子
の
『
集
註
』
は
当
代
の
様
々
な
注
釈
と
比
べ
る
と
「
故
」
と

な
る
、
し
か
し
「
古
文
」（『
禮
記
』「
大
學
」）
に
比
べ
る
と
『
集
註
』
は
「
故
」
と
は
言
え
な
い
。
鄭
維
嶽
は
ま
ず
『
四
書
』
の
古
文
を
学
び
、

そ
の
次
に
朱
子
の
『
集
註
』
を
読
ん
で
い
る
。
そ
し
て
『
集
註
』
を
し
っ
か
り
覚
え
こ
ん
で
も
な
お
疑
問
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
か
ら
『
伝
習
録
』
を
読
ん
で
疑
問
を
解
く
こ
と
が
出
来
た
た
め
に
「
温
故
知
新
」
の
説
を
信
じ
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
点

は
、
鄭
維
嶽
は
そ
の
た
め
に
陽
明
学
に
転
向
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
「
故
」
が
あ
る
が
ゆ
え
に
「
新
」
が
生
ま
れ
、「
新
」
と
は
故
説

を
補
正
す
る
役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
文
中
で
は
作
者
の
読
書
の
順
序
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
理
由
で
、
作
者
は
『
知
新
日
録
』
の
中
で
は
全
編
に
お
い
て
朱
子
に
言
及
し
、
ま
た
、
諸
説
を
並
列
し
て
は
い
る
が
、
自
分
は

朱
王
の
説
を
折
衷
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
が
先
賢
や
同
時
代
の
学
者
の
説
を
採
り
入
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の

「
新
説
」
が
朱
子
の
説
を
補
正
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
今
現
在
の
「
新
説
」
が
将
来
の
「
故
説
」
と
な
り
、
後
世
の
役
に
立
つ
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
知
新
日
録
』
を
編
纂
し
た
目
的
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
『
四
書
知
新
日
録
』「
大
學
巻
」
の
編
集
順
序
を
見
て
い
く
。「
大
學
巻
」
に
目
次
は
な
く
、
順
序
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
1
）「
序
」

（
2
）「
大
學
古
本 

依
許
敬
菴
分
爲
六
章
」

（
3
）「
石
經
大
學
」

（
4
）「
大
學
之
道
全
章
」

（
5
）「
知
止
而
后
有
定
章
」

（
5
─

1
）「
物
有
本
末
節
」
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（
5
─

2
）「
古
之
欲
明
明
德
於
天
下
者
節
」

（
6
）「
康
誥
曰
克
明
德
章
」

（
7
）「
盤
銘
章
」

（
8
）「
邦
畿
千
里
章
」

（
9
）「
聽
訟
吾
猶
人
章
」

（
10
）「
所
謂
誠
其
意
者
章
」

（
11
）「
所
謂
修
身
在
正
其
心
者
」

（
12
）「
齊
家
章
」

（
13
）「
治
國
章
」

（
14
）「
平
天
下
章
」

こ
の
編
集
順
序
か
ら
も
『
四
書
知
新
日
録
』
の
特
徴
が
読
み
取
れ
る
。
作
者
は
「
大
學
古
本
」
と
「
石
經
大
學
」
を
収
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
注
釈
を
引
用
し
た
う
え
で
自
分
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
鄭
維
嶽
は
「
大
学
」
の
テ
キ
ス
ト
及
び
そ
の
章
分
け
に
つ
い
て
、
許
敬
菴
が
「
大
学

古
本
」
を
採
用
し
、
六
章
に
分
け
た
こ
と
に
賛
同
を
示
し
て
は
い
る
が
、（
3
）
は
「
石
經
大
學
」、（
4
）「
大
學
之
道
全
章
」
以
下
は
「
大
學
」

の
章
分
け
も
内
容
も
、
完
全
に
朱
子
の
「
大
學
章
句
」
に
拠
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
『
四
書
知
新
日
録
』
は
「
大
學
古
本
」、「
石
經
大
學
」、「
大
學

章
句
」
と
い
う
三
種
の
明
代
末
期
に
流
通
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
を
並
列
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
一
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
選
ば
な
い
と
い
う
立

場
は
、
同
時
代
の
学
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
考
え
る
テ
キ
ス
ト
を
選
び
、
さ
ら
に
は
改
本
を
作
っ
て
い
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
か
え
っ
て
特

色
と
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

朱
子
が
『
禮
記
』
の
「
大
學
」
を
改
訂
し
「
大
學
章
句
」
を
成
し
て
か
ら
、「
大
學
」
の
改
本
の
問
題
は
学
術
界
に
お
い
て
重
要
な
議
題
の
一

つ
と
な
っ
た
。
王
陽
明
が
「
古
本
大
學
」
へ
戻
す
こ
と
を
主
張
し
て
か
ら
、
改
本
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
一
方
、
偽
「
石
經
大
學
」
の
よ
う
な
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テ
キ
ス
ト
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
〝
完
全
な
形
〟
の
「
大
學
」
を
求
め
た
た
め
の
産
物
で
あ
る
。
鄭
維
嶽
の
時
代
は
主
に
こ
の

三
種
の
テ
キ
ス
ト
が
並
行
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
各
々
自
分
が
正
し
い
と
考
え
る
テ
キ
ス
ト
を
用
い
、
そ
れ
に
拠
っ
て
注
釈
を
施
し
、
自
ら

の
意
見
を
述
べ
る
。
そ
の
中
で
鄭
維
嶽
は
許
敬
菴
の
説
を
認
め
な
が
ら
、
他
の
二
種
の
テ
キ
ス
ト
も
収
録
し
た
こ
と
は
、
序
文
の
中
で
い
う
、
私

は
晦
翁
の
故
説
を
示
し
、
そ
の
説
を
補
正
で
き
る
新
説
を
次
に
掲
げ
る
と
い
う
立
場
か
ら
だ
ろ
う
。

な
お
、
前
節
で
（
1
）『
鐫
溫
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
と
（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
の
内
容
の
違
い
に

つ
い
て
触
れ
た
が
、（
3
）『
新
鐫
孩
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
は
（
2
）「
大
學
古
本 

依
許
敬
菴
分
為
六
章
」
と
（
3
）「
石
經
大
學
」

を
削
除
し
て
い
る
。「
石
經
大
學
」
に
つ
い
て
は
、
鄭
申
甫
も
後
か
ら
「
石
經
大
學
」
を
偽
作
で
あ
る
と
考
え
、
削
除
し
た
可
能
性
が
推
測
で
き

る
が
、
文
中
に
は
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
理
由
は
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
何
故
賛
同
し
て
い
た
「
古
本
大
學
」
の
部
分
ま
で
も
削
除

し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る（

（1
（

。 

以
上
の
論
述
を
整
理
す
る
と
、『
知
新
日
録
』
に
つ
い
て
現
在
確
認
で
き
る
こ
と
は
、（
一
）
中
国
に
は
現
存
せ
ず
、
作
者
鄭
維
嶽
は
福
建
南
安

の
人
で
あ
る
。（
二
）
中
国
で
は
テ
キ
ス
ト
は
少
な
く
と
も
二
種
が
あ
り
、
こ
の
二
種
共
に
日
本
に
伝
わ
り
、
江
戸
時
代
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
三
）
そ
の
編
纂
は
「
温
故
知
新
」
の
精
神
に
則
り
、
朱
子
と
陽
明
の
説
の
両
方
を
採
り
、
三
種
の
「
大
學
」
テ
キ
ス
ト
を
並
列
さ
せ
て
い
る
。

大
量
の
同
時
代
の
学
者
の
四
書
注
釈
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
自
身
の
学
説
を
支
え
る
た
め
で
は
な
く
、
後
世
の
疑
問
を
解
く
た
め
で
あ
る
。

四
、『
四
書
知
新
日
録
』
成
立
の
時
代
背
景

明
末
の
四
書
解
釈
に
は
特
徴
的
な
価
値
観
と
学
術
背
景
が
あ
る
が
、
そ
の
状
況
を
述
べ
る
前
に
先
ず
は
「
四
書
学
」
の
発
展
状
況
を
見
て
い
き

た
い（

（1
（

。 

朱
子
が
『
大
學
』、『
論
語
』、『
孟
子
』、『
中
庸
』
に
校
訂
し
て
注
釈
を
つ
け
、『
四
書
』
と
し
て
打
ち
出
し
た
後
、
明
代
の
前
半
期
ま
で
の
学
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術
界
は
朱
子
の
『
章
句
』、『
集
註
』、『
或
問
』
の
体
系
と
観
点
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
状
況
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
真
德
秀
『
四
書
集
編
』、
趙

順
孫
『
四
書
纂
疏
』、
倪
士
毅
『
四
書
輯
釋
』
な
ど
の
新
た
な
注
釈
が
出
た
と
し
て
も
朱
子
の
学
説
を
踏
襲
し
て
整
理
を
加
え
た
も
の
が
主
で

あ
っ
た
。

趙
順
孫
は
『
四
書
纂
疏
』
の
序
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

朱
子
先
生
の
『
四
書
』
注
釈
は
、
そ
の
意
は
精
密
で
あ
り
、
そ
の
語
は
簡
素
に
し
て
厳
か
で
あ
り
、
ま
る
で
「
経
」
の
よ
う
で
あ
る
。

子
朱
子
四
書
注
釋
、
其
意
精
密
、
其
語
簡
嚴
、
渾
然
猶
經
也（

（1
（

。 

こ
の
一
文
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
趙
順
孫
は
朱
子
の
注
釈
を
「
経
」
と
見
立
て
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
朱
子
学
へ
の
評
価
が
読
み
取
れ
る
。
朱
子

学
は
更
に
科
挙
に
よ
っ
て
、
学
問
の
「
標
準
」
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
間
懐
疑
的
な
意
見
や
『
集
註
』
に
修
正
を
加
え
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、

大
き
な
効
果
は
な
く
、
四
書
学
の
発
展
は
王
陽
明
が
『
古
本
大
學
』
を
提
唱
し
て
か
ら
、
変
化
が
起
こ
り
始
め
た
。

先
生
は
竜
場
に
い
ら
し
た
時
に
、
朱
子
の
『
大
學
章
句
』
が
聖
門
の
本
旨
で
は
な
い
と
疑
い
、
古
本
を
写
し
、
し
っ
か
り
読
み
込
ん
で
考
え

を
巡
ら
せ
、
始
め
て
聖
人
の
学
は
簡
易
明
白
で
あ
る
と
信
じ
る
に
い
た
っ
た
。（
つ
ま
り
大
學
の
）
書
は
、
た
だ
一
篇
で
あ
り
、
経
、
伝
に

分
か
れ
て
お
ら
ず
、「
格
致
」
は
誠
意
を
本
と
し
て
お
り
、
元
来
「
伝
」
を
補
う
必
要
が
な
い
の
で
あ
る
。

先
生
在
龍
場
時
、
疑
朱
子
《
大
學
章
句
》
非
聖
門
本
旨
、
手
録
古
本
、
伏
讀
精
思
、
始
信
聖
人
之
學
本
簡
易
明
白
。
其
書
止
為
一
篇
、
原
無

經
傳
之
分
；
格
致
本
於
誠
意
、
原
無
缺
傳
可
補（

（1
（

。 

こ
の
『
年
譜
』
の
記
載
は
王
陽
明
の
新
説
の
要
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、『
大
學
』
は
も
と
も
と
一
篇
の
文
章
で
あ
り
、「
経
」
と
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「
伝
」
に
分
か
れ
て
い
な
い
こ
と
。
次
に
は
、「
格
致
補
伝
」
は
必
要
が
な
い
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
王
陽
明
が
こ
の
説
を
唱
え
始
め
た
頃
の
弟
子

た
ち
の
反
応
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。『
伝
習
録
』
の
序
文
に
お
い
て
徐
愛
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

先
生
は
『
大
學
』
の
「
格
物
」
の
説
な
ど
は
、
旧
本
が
正
し
い
と
し
た
が
、
こ
れ
は
先
儒
が
誤
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
そ
の
説
を

聞
い
て
始
め
は
驚
き
、
次
に
は
疑
念
を
持
ち
、
自
分
で
精
力
を
傾
け
考
え
尽
く
し
、（
旧
本
と
「
章
句
」
を
）
互
い
に
比
較
検
討
し
な
が

ら
、
先
生
に
質
問
し
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
先
生
の
説
は
、
水
が
冷
た
く
、
火
が
熱
い
よ
う
に
（
自
然
で
）、
百
世
後
の
聖
人
の
批
判
を
仰

い
だ
場
合
で
も
、
困
惑
す
る
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う（

（1
（

と
知
っ
た
。

先
生
於
『
大
學
』「
格
物
」
諸
説
、
悉
以
舊
本
為
正
、
蓋
先
儒
所
謂
誤
本
者
也
。
愛
始
聞
而
駭
、
既
而
疑
、
已
而
殫
精
竭
思
、
參
互
錯
縱
、

以
質
於
先
生
。
然
後
知
先
生
之
説
若
水
之
寒
、
若
火
之
熱
、
斷
斷
乎
「
百
世
以
俟
聖
人
而
不
惑
」
者
也（

（1
（

。 

徐
愛
は
、
陽
明
を
正
し
い
と
見
な
し
た
旧
本
は
、
先
儒
（
朱
子
）
が
誤
本
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
朱
子
学
を
標
準
と
し
て

い
た
当
時
の
学
術
界
は
当
然
旧
本
は
誤
り
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
朱
子
が
改
訂
し
た
『
大
學
章
句
』
は
す
で
に
「
正
本
」
で
あ
り
、「
経

書
」
の
よ
う
な
地
位
を
得
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
徐
愛
が
初
め
て
『
古
本
大
學
』
が
正
確
だ
と
聞
い
た
時
に
は
、
驚
き
と
疑
念
を
持
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
当
時
の
士
人
の
反
応
で
あ
ろ
う
。
経
書
と
し
て
覚
え
こ
ん
だ
『
大
學
章
句
』
を
『
禮
記
』
元
の
形
に
戻
す
こ
と
は
、
す
ぐ
に
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
「
徐
愛
録
」
の
中
に
は
、『
大
學
』
に
つ
い
て
の
疑
問
を
陽
明
に
質
問
す
る
箇
所
が
多
く
あ
る
。

し
か
し
「
大
學
問
」
の
後
に
附
し
て
る
銭
徳
洪
の
記
述
で
は
、

『
大
學
』
の
教
え
は
孟
子
の
後
伝
わ
ら
な
く
な
っ
て
幾
千
年
も
経
っ
て
い
る
。
良
知
の
彰
顕
に
よ
っ
て
、
千
年
に
一
度
の
機
会
を
得
て
、
今

日
に
再
び
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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『
大
學
』
之
教
、
自
孟
氏
而
後
、
不
得
其
傳
者
幾
千
年
矣
。
賴
良
知
之
明
、
千
載
一
日
、
復
大
明
於
今
日（

（1
（

。 
と
あ
り
、
陽
明
の
新
説
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
弟
子
た
ち
は
朱
子
の
『
大
學
章
句
』
の
地
位
を
取
り
下
げ
、
王
陽
明
こ
そ

が
孟
子
の
学
説
を
受
け
継
ぐ
者
だ
と
し
て
い
る
。

王
陽
明
の
弟
子
た
ち
は
師
の
学
説
を
書
籍
や
講
会
を
通
し
て
各
地
に
伝
え
、『
古
本
大
學
』
は
陽
明
門
下
の
「
定
本
」
と
な
っ
た
の
み
で
な

く
、『
古
本
大
學
』
を
採
る
か
『
大
學
章
句
』
を
採
る
か
と
い
う
議
題
は
他
の
学
者
の
間
に
も
広
ま
り
、
改
本
も
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例

え
ば
陽
明
の
再
伝
弟
子
の
李
材
（
見
羅
、
一
五
二
九
─

一
六
〇
七
）
も
そ
の
論
著
「
大
學
考
次
序
義
」
で
、「『
大
學
』
に
は
錯
簡
が
あ
る
と
謂

い
、
そ
の
順
序
を
校
訂
し
た
の
は
程
朱
で
あ
る
。『
大
學
』
に
は
錯
簡
は
な
い
と
謂
い
、
古
本
を
援
用
し
た
の
は
陽
明
で
あ
る（

（1
（

。」
と
述
べ
、
そ
の

論
著
で
は
古
本
に
賛
成
を
示
す
部
分
も
あ
り
、
朱
子
の
改
本
に
賛
成
を
示
す
部
分
も
り
、
両
者
の
意
見
を
参
照
し
な
が
ら
、
自
ら
改
本
を
新
た
に

作
っ
た（

（1
（

。
格
物
補
伝
に
つ
い
て
は
、
李
見
羅
は
「
格
物
致
知
」
は
孔
子
が
「
経
」
を
述
べ
た
の
み
で
曽
子
は
「
伝
」
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
欠
落
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
格
物
致
知
に
伝
が
な
い
の
は
『
大
學
』
全
体
が
そ
の
伝
に
あ
た
る
か
ら
だ
と
述
べ
た（

（1
（

。 

も
う
一
例
を
挙
げ
る
と
、
上
述
の
許
孚
遠
（
敬
菴
、
一
五
三
五
─

一
六
〇
四
）
は
「
古
本
」
を
採
用
す
べ
き
だ
と
し
、
そ
の
『
大
學
』
に
関
す

る
主
な
論
著
『
大
學
述
』
の
序
文
に
お
い
て
、
次
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

『
大
學
』
は
ま
ず
「
明
明
徳
」「
新
民
」
を
言
い
、「
止
至
善
」
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
。「
天
下
に
お
い
て
明
徳
を
明
ら
か
に
す
」
か
ら
「
修

身
」
を
本
と
す
る
こ
と
を
推
し
進
め
、
ま
た
そ
れ
を
「
格
物
」
か
ら
手
が
け
る
こ
と
を
推
し
進
め
て
お
り
、
そ
の
理
は
非
常
に
明
白
で
あ

る
。
そ
の
後
の
五
節
に
分
け
て
解
釈
を
つ
け
て
お
り
、「
誠
意
」
か
ら
始
ま
り
、「
致
知
格
物
」
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

『
大
學
』
首
言
「
明
明
德
」、「
新
民
」
而
要
之
「
止
至
善
」。
既
自
「
明
明
德
於
天
下
」
而
推
本
於
「
脩
身
」、
又
推
始
於
「
格
物
」、
此
理
甚

明
。
其
後
分
釋
凡
有
五
節
、
始
於
誠
意
而
致
知
格
物
已
包
括
其
中（

（2
（

。 
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短
い
文
字
の
中
で
、『
大
學
』
の
主
旨
を
述
べ
な
が
ら
、
実
は
「
古
本
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
論
述
と
な
っ
て
い
る
。「
古
本
」
の
順

序
と
お
り
に
閲
読
す
れ
ば
、『
大
學
』
の
理
は
明
ら
か
で
あ
る
と
述
べ
、「
誠
意
」
以
後
の
五
節
（
つ
ま
り
全
部
で
六
節
に
分
け
る
）
に
は
既
に

「
致
知
格
物
」
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、「
格
物
補
伝
」
は
必
要
が
な
い
と
考
え
る
。

「
四
書
学
」
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
朱
子
か
ら
王
陽
明
さ
ら
に
陽
明
後
学
の
『
四
書
』
に
対
す
る
理
解
を
見
る
と
、
嘉
靖
～
万
暦
年
間
は
四

書
学
の
発
展
、
転
換
期
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
佐
野
公
治
氏
は
学
術
史
の
視
野
か
ら
「
新
四
書
学
」
の
概
念
を
提
示
し
こ
の
現
象
を
説
明
し
て
い

る（
（2
（

。
佐
野
氏
は
嘉
靖
～
万
暦
年
間
は
四
書
学
の
発
展
を
前
後
期
に
分
け
、
前
期
の
四
書
学
も
陽
明
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
後
期
に
は
次
の

三
つ
の
特
徴
が
あ
る
と
考
え
る
。（
一
）
口
承
主
義
乃
至
著
述
禁
欲
志
向
の
稀
薄
化
、（
二
）
経
書
観
、
聖
人
観
の
変
遷
、（
三
）
釈
老
思
想
を
援

用
し
た
奔
放
的
な
解
釈
。
ま
た
こ
れ
以
外
に
、
後
期
の
『
四
書
』
解
釈
か
ら
考
証
学
の
芽
生
え
を
見
て
取
れ
る
と
い
う
重
要
な
現
象
を
指
摘
し
て

い
る
。

本
論
で
は
、
上
述
の
研
究
に
則
っ
て
、
嘉
靖
～
万
暦
年
間
は
『
四
書
』
解
釈
を
「
新
四
書
学
」
と
称
し
、
こ
れ
を
基
に
次
節
で
は
明
末
の
『
四

書
』
解
釈
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
以
降
の
受
容
と
影
響
を
論
じ
た
い
。

五
、
日
本
伝
来
後
に
受
容
と
影
響

前
節
で
述
べ
た
「
新
四
書
学
」
の
観
点
は
、『
四
書
』
注
釈
の
関
連
書
籍
が
日
本
へ
輸
入
さ
れ
た
と
同
時
に
江
戸
期
の
漢
学
者
に
も
た
さ
れ

た
。
本
節
で
は
『
四
書
知
新
日
録
』
を
用
い
た
江
戸
期
の
漢
学
者
の
著
作
を
例
に
論
を
す
す
め
る
。

江
戸
の
初
期
は
中
国
の
明
末
清
初
に
あ
た
り
、
こ
の
頃
は
中
国
か
ら
大
量
の
書
籍
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
輸
入
量
も
注
目
に
値
す
る

が
、
輸
入
元
が
浙
江
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
書
籍
に
は
相
当
多
く
の
陽
明
学
関
連
の
文
献
や

「
四
書
の
末
書
」
が
含
ま
れ
て
い
た（

（2
（

。
本
論
で
扱
っ
て
い
る
『
四
書
知
新
日
録
』
も
こ
の
末
書
類
に
属
す
る
。
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管
見
の
限
り
、『
四
書
知
新
日
録
』
を
最
も
早
く
引
用
し
た
の
は
林
羅
山
（
一
五
八
三
─

一
六
五
七
）
の
『
大
學
諺
解
』（
又
は
『
大
學
章
句

解
』）
で
あ
る（

（2
（

。
林
羅
山
は
日
本
朱
子
学
の
開
祖
と
称
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
、『
大
學
諺
解
』
は
朱
子
の
『
大
學
章
句
』
に
拠
っ
て
書
か
れ
て

い
る
が
、『
大
學
章
句
』
の
本
文
に
解
説
を
附
し
て
い
る
以
外
に
も
、「
大
學
本
異
同
」、「
大
學
題
號
異
説
」、「
明
徳
親
民
異
説
」、「
致
知
格
物
異

説
」
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
か
ら
当
時
羅
山
が
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。（
一
）『
大
學
』
の
テ

キ
ス
ト
の
論
争
、（
二
）「
親
民
」
を
「
新
民
」
と
改
め
る
べ
き
か
否
か
、（
三
）「
格
物
」
を
如
何
に
解
釈
す
る
か
。
こ
れ
ら
は
全
て
明
代
中
期
か

ら
末
期
に
か
け
て
論
じ
続
け
ら
れ
て
き
た
議
題
で
あ
る
。
羅
山
は
こ
れ
ら
の
論
述
で
積
極
的
に
明
儒
の
注
釈
を
採
り
入
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は

明
末
の
李
見
羅
、
許
敬
菴
、
林
兆
恩
、
管
東
溟
、
楊
起
元
な
ど
の
著
述
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
文
献
は
ほ
ぼ
『
四
書
知
新
日
録
』
に
拠
っ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
致
知
格
物
異
説
」
で
は
、
漢
儒
や
朱
子
の
注
釈
や
見
解
を
引
用
し
た
後
に
、
王
陽
明
、
許
敬
菴
、
蘇
紫
渓
、
鄭
申
甫
の

説
も
引
い
て
お
り
、
王
、
許
、
蘇
、
鄭
の
説
は
『
知
新
日
録
』
に
拠
っ
た
と
付
記
し
て
い
る
。

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
は
朱
子
の
『
大
學
章
句
』
を
採
っ
た
上
で
、「
大
學
本
異
同
」
で
以
下
の
11
種
の
テ
キ
ス
ト
を
網
羅
し
て
お

り
、『
章
句
』
を
定
本
と
し
て
い
る
。

1
大
學
古
本
（
禮
記
）、
2
大
學
定
本
（
章
句
）、
3
大
學
篆
書
（
方
孝
孺
序 

鄭
濟
仲
篆
書 

王
柏 

呉
澄
改
本
）、
4
蔡
清
本
（
見
蒙
引
）、 

5
王
守
仁
本
（
禮
記
古
本
）、
6
鄭
瑗
本
（
改
本
）、
7
潘
潢
本
（
改
本
）、
8
鄭
曉
本
、
9
林
兆
恩
本
（
禮
記
古
本
）、
10
瞿
元
立
石
經
古
本

（
魏
本
）、
11
管
志
道
本
（
賈
逵
本  

與
鄭
玄
本
大
異
）  

偽
『
石
經
古
本
』
に
つ
い
て
は
、
林
羅
山
は
先
ず
許
敬
菴
の
説
を
引
用
す
る
。

許
敬
菴
曰
、
…
最
近
で
は
鄭
端
簡
（
暁
）
の
『
古
言
』
に
『
大
學
石
經
』
本
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
物
有
本
末
」
を
「
致
知
格
物
」
の
下
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に
続
け
て
い
る
。
学
者
は
『
石
經
』
を
古
書
だ
と
信
じ
る
も
の
が
多
く
、
古
書
で
は
「
格
物
」
の
「
物
」
は
即
ち
「
物
有
本
末
」
の
「
物
」

で
あ
る
と
謂
っ
て
い
る
と
い
う
。
私
は
『
石
經
』
の
（『
大
學
』
本
文
の
）
順
序
編
集
を
見
た
が
、
二
千
余
年
経
っ
て
急
に
こ
の
よ
う
な
テ

キ
ス
ト
が
出
て
き
た
の
は
、
恐
ら
く
物
好
き
な
人
の
仕
業
で
な
い
と
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。

許
敬
菴
曰
：
…
近
自
鄭
端
簡
『
古
言
』
内
載
『
大
學
石
經
』
本
、
以
「
物
有
本
末
」
接
「
致
知
格
物
」
之
下
、
學
者
多
信
『
石
經
』
爲
古

書
、
謂
古
書
謂
「
格
物
」
之
「
物
」
斷
即
「
物
有
本
末
」
之
「
物
」。
余
觀
『
石
經
』
編
次
、
殊
不
可
曉
二
千
餘
年
忽
有
此
本
多
出
好
事
者

之
爲
云
云
。

そ
し
て
自
分
の
見
解
を
「
羅
山
子
按
…
」
と
後
ろ
に
附
す
。
少
し
長
く
な
る
が
全
文
を
引
用
す
る
。

羅
山
子
按
ず
る
に
、『
大
學
』
篇
は
『
禮
記
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
漢
代
よ
り
宋
代
の
初
め
ま
で
、
異
論
は
な
く
、
二
程
が
は
じ
め
て
表

彰
し
、
学
ぶ
者
の
入
徳
の
門
と
し
た
。
朱
子
に
至
り
そ
れ
を
改
正
し
、『
章
句
』、『
或
問
』
と
作
っ
て
、
そ
の
誤
り
と
欠
落
部
分
を
補
っ

た
。
そ
れ
で
「
古
本
」
と
「
定
本
」
が
で
き
た
。
古
本
は
「
経
」
と
「
伝
」
と
に
分
か
れ
ず
、「
経
」「
伝
」
に
分
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

程
朱
か
ら
始
ま
り
、
宋
の
天
子
が
朱
子
が
定
め
註
を
施
し
た
『
大
學
』
を
学
官
に
立
て
て
か
ら
、
天
下
が
そ
れ
を
宗
と
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
門
人
後
学
は
、
そ
の
説
に
従
う
も
の
が
多
く
、『
大
全
』
に
引
か
れ
て
い
る
諸
儒
は
皆
そ
う
で
あ
る
。
弘
治
、
嘉
靖
年
間
、
王

守
仁
は
古
本
に
も
と
づ
き
、
も
と
も
と
欠
落
は
な
い
と
謂
い
、
後
に
致
良
知
の
学
を
立
て
た
た
め
、
諸
儒
の
間
で
議
論
が
絶
え
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
し
か
し
朱
子
を
尊
ぶ
者
は
、
そ
の
説
を
守
っ
て
変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
王
氏
を
慕
う
者
は
、
良
知
を
談
じ
朱
子
を
責
め
た
。
そ
し

て
鄭
暁
が
異
本
を
得
、
そ
れ
を
賈
逵
本
で
り
、
本
物
の
古
書
で
あ
る
と
言
っ
た
。
二
千
余
年
経
ち
、
こ
の
版
本
は
今
ま
で
出
現
し
な
か
っ
た

の
に
、
今
と
な
っ
て
よ
う
や
く
出
現
し
た
の
は
、
ま
た
疑
わ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
許
敬
菴
の
云
う
よ
う
に
、
私
も
信
じ
な
い
。

羅
山
子
按
、『
大
學
』
篇
載
在
『
禮
記
』、
自
漢
以
來
至
宋
初
、
未
有
異
論
、
而
二
程
始
表
章
之
、
以
為
學
者
入
徳
之
門
戸
。
至
朱
子
改
正
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之
、
作
『
章
句
』、『
或
問
』、
且
補
其
錯
脱
。
於
是
有
古
本
、
有
定
本
。
古
本
不
分
經
傳
、
分
經
傳
則
昉
於
程
朱
、
宋
天
子
立
朱
子
所
定
所

注
『
大
學
』
于
學
官
、
天
下
宗
之
。
其
後
門
人
後
學
、
作
其
説
者
甚
多
、『
大
全
』
所
引
諸
儒
皆
是
也
。
弘
治
、
嘉
靖
年
中
、
王
守
仁
據
古

本
、
謂
未
嘗
有
缺
脱
、
而
後
立
致
良
知
之
學
、
由
是
諸
儒
議
論
紛
紛
。
然
尊
朱
子
者
、
守
其
説
而
不
變
、
慕
王
氏
者
、
談
良
知
而
議
朱
子
。

且
又
鄭
曉
得
一
異
本
、
曰
是
賈
達（

（2
（

本
也
、
真
古
書
也
。
雖
然
二
千
餘
年
、
此
本
不
出
而
今
始
得
出
、
是
亦
可
疑
焉
。
固
如
許
敬
庵マ

マ

之
所
云

也
、
余
亦
不
信
也
。

こ
こ
か
ら
分
か
る
の
は
、
林
羅
山
は
『
石
經
大
學
』
を
信
じ
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
た
こ
と
と
、『
大
學
章
句
』
は
古
本
を
「
改
正
」
し

て
そ
の
「
錯
脱
」
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
「
定
本
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

明
儒
の
著
述
は
江
戸
の
初
期
に
お
い
て
は
中
国
で
の
最
新
学
説
と
資
料
で
あ
り
、
林
羅
山
は
朱
子
学
者
と
し
て
、
生
涯
を
か
け
て
積
極
的
に
新

し
い
文
献
資
料
を
吸
収
し
て
い
た
。『
大
學
諺
解
』
の
中
で
陽
明
学
派
の
も
の
、
ひ
い
て
は
無
善
無
悪
節
説
を
主
張
す
る
楊
起
元
、
三
教
一
致
を

掲
げ
る
林
兆
恩
な
ど
の
説
を
収
録
し
た
の
は
、
そ
れ
が
当
時
の
新
説
だ
か
ら
で
あ
り
、
見
聞
を
広
げ
る
た
め
に
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
四
書
知
新
日
録
』
は
林
羅
山
に
と
っ
て
、
恰
好
な
資
料
提
供
者
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

次
に
江
戸
末
期
に
お
い
て
『
四
書
知
新
日
録
』
を
引
用
し
た
『
大
學
賸
議（

（2
（

』
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。『
大
學
賸
議
』
の
作
者
は
吉
村
秋
陽
（
一
七

九
七
─

一
八
六
六
）、
名
は
晋
、
字
麗
明
、
通
称
重
介
、
広
島
の
人
で
あ
る
。
十
八
歳
の
時
に
京
都
へ
向
か
い
、
伊
藤
東
里
に
つ
い
て
古
義
学
を
学

ぶ
。
三
十
歳
の
頃
か
ら
古
義
学
に
疑
問
を
抱
き
、
程
朱
の
学
を
学
び
始
め
る
。
学
問
所
で
の
職
務
を
辞
め
、
江
戸
へ
出
て
佐
藤
一
斎
に
つ
く
こ
と
を

決
め
、
学
問
も
次
第
に
陽
明
学
へ
と
傾
い
て
い
っ
た
。
主
要
な
著
書
に
『
大
學
賸
議
』、『
王
學
提
綱
』、『
讀
我
書
樓
遺
稿
』
な
ど
が
あ
る
。

吉
村
秋
陽
の
生
き
た
時
代
は
林
羅
山
と
二
百
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、『
四
書
知
新
日
録
』
は
以
前
と
し
て
『
四
書
』
研
究
時
の
重
要
な

参
考
資
料
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
秋
陽
が
こ
の
書
を
愛
用
し
た
理
由
は
羅
山
と
は
異
な
る
。
そ
の
理
由
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

『
大
學
賸
議
』（
又
は
『
舊
本
大
學
賸
議
』）
は
安
政
二
（
一
八
五
五
）
年
秋
陽
が
五
十
八
歳
の
時
に
完
成
し
（
巻
首
「
題
言
」
に
拠
る
）、
万
延
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元
（
一
八
六
〇
）
年
に
刊
行
。「
題
言
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

『
大
學
』
は
朱
子
の
改
本
が
出
て
か
ら
、
世
の
学
者
は
そ
れ
を
守
り
、
一
文
字
も
変
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
西
漢
以
来
伝
わ
っ
て

き
た
旧
本
は
誤
本
で
あ
る
と
斥
け
ら
れ
、
三
百
年
余
り
、
旧
本
が
正
し
い
と
い
う
者
は
な
か
っ
た
。
王
子
に
至
っ
て
、
旧
本
に
も
と
づ
い
て

そ
の
学
説
を
証
明
し
た
。
一
時
そ
れ
を
疑
っ
た
者
は
、
奇
を
て
ら
っ
て
の
異
説
だ
と
考
え
た
が
、
旧
本
は
そ
れ
よ
り
世
に
再
び
顕
れ
、
諸
儒

は
相
次
い
で
そ
の
説
を
為
し
、
そ
の
数
は
数
十
家
は
下
ら
な
か
っ
た
。

『
大
學
』
自
朱
子
改
補
新
本
出
、
世
之
學
者
恪
守
其
矩
矱
、
不
敢
措
隻
辭
。
於
是
西
漢
以
來
相
傳
之
舊
、
斥
為
誤
本
、
莫
有
肯
顧
者
、
蓋
三

百
餘
年
矣
。
至
王
子
、
專
據
舊
本
以
證
其
學
焉
。
而
一
時
疑
之
者
、
或
以
為
標
奇
立
異
。
然
舊
本
自
是
復
顯
於
世
、
諸
儒
相
繼
為
之
説
者
、

兦
慮
數
十
家
。

秋
陽
は
古
本
を
採
り
、
本
文
は
全
て
『
禮
記
』
の
「
大
學
」
篇
に
拠
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。『
大
學
賸
議
』
の
首

段
で
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

こ
の
（『
大
學
』）
篇
は
古
『
禮
記
』
よ
り
出
た
も
の
で
あ
り
、
漢
の
劉
徳
が
献
上
し
た
孔
氏
の
壁
（
よ
り
見
つ
か
っ
た
）
経
書
の
原
文
で
あ

る
。
も
と
よ
り
一
篇
で
あ
り
、「
経
」
と
「
伝
」
に
分
か
れ
て
は
い
な
い
。
何
れ
の
者
が
書
い
た
も
の
な
の
か
詳
細
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

程
氏
が
孔
氏
の
遺
書
だ
と
謂
っ
た
こ
と
は
、
確
か
に
変
更
は
で
き
な
い
。

此
篇
蓋
出
古
『
禮
記
』
中
、
乃
漢
劉
德
所
獻
、
孔
氏
壁
經
原
文
。
而
自
是
一
篇
、
無
分
經
傳
。
未
詳
其
何
人
所
述
、
程
子
謂
孔
氏
遺
書
、
則

確
不
可
易
也（

（2
（

。 
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こ
の
一
段
は
「
大
學
」
の
作
者
と
章
分
け
の
問
題
に
つ
い
て
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。「
大
學
」
の
作
者
に
つ
い
て
は
、
王
陽
明
が
古
本
を
提
唱

し
て
か
ら
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
問
題
と
な
っ
た
。「
聖
人
の
作
で
な
く
て
も
、
経
書
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
」
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
朱
子
は
作
者
に
つ
い
て
、
程
氏
の
「
大
學
は
孔
氏
の
遺
書
で
あ
る
」
と
い
う
説
を
採
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
経
一
章
は
「
孔

子
の
言
葉
を
曽
子
が
述
べ
た
も
の
」
で
あ
り
、
伝
十
章
は
「
曽
子
の
意
を
門
人
が
記
し
た
」
と
し
て
い
る
。
朱
子
は
経
書
は
聖
人
の
言
を
記
し
て

い
る
か
ら
経
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
作
者
は
聖
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
秋
陽
は
、
今
と
な
っ
て
は
誰
の
記
述
な

の
か
分
か
ら
ず
、「
孔
氏
の
遺
書
」
と
し
か
い
え
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
直
接
佐
藤
一
斎
の
説
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
許
敬
菴
の

説
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
佐
野
氏
の
い
う
「
新
四
書
学
」
の
経
書
観
と
聖
人
観
の
変
遷
の
特
色
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

『
大
學
』
の
章
分
け
問
題
に
つ
い
て
は
、
朱
子
は
『
禮
記
』
の
「
大
學
」
に
は
錯
簡
と
欠
葉
の
問
題
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
ら
を
「
訂
正
」
し

た
。『
大
學
章
句
』
で
は
周
知
の
よ
う
に
本
文
を
経
一
章
と
伝
十
章
に
分
け
て
お
り
、
こ
の
分
け
方
は
刊
行
後
に
様
々
な
討
論
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
。
王
陽
明
が
古
本
を
提
唱
し
た
後
、
陽
明
学
よ
り
の
学
者
は
「
古
本
大
學
」
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
章
分
け
に
つ
い
て
は
様
々
な

見
解
が
出
さ
れ
た（

（2
（

。「
大
學
」
が
『
禮
記
』
の
一
篇
で
あ
る
こ
と
に
は
議
論
の
余
地
が
な
い
が
、
章
分
け
す
る
べ
き
か
、
章
分
け
す
る
な
ら
何
章

に
分
け
る
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
流
れ
を
う
け
、
秋
陽
の
『
大
學
賸
議
』
も
「
古
本
大
學
」
を
採
っ
て
お
り
、
上
述

の
よ
う
に
、「
経
と
伝
に
分
か
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
。『
大
學
賸
議
』
の
注
釈
か
ら
、
秋
陽
は
「
大
學
」
本
文
を
六
条
に
分
け
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
分
け
方
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
大
學
之
道
～
此
謂
知
之
至
也

二
、
所
謂
誠
其
意
者
～
此
謂
知
本

三
、
所
謂
脩
身
在
正
其
心
者
～
此
謂
脩
身
在
正
其
心

四
、
所
謂
其
齊
家
在
脩
其
身
者
～
不
可
以
其
齊
家
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五
、
所
謂
治
國
必
先
其
齊
家
者
～
此
謂
治
國
在
其
齊
家

六
、
所
謂
平
天
下
在
治
其
國
者
～
以
義
為
利
也

こ
の
章
分
け
は
、
中
国
で
も
多
数
を
占
め
て
い
る
訳
で
は
な
く（

（2
（

、
明
代
で
は
許
敬
菴
が
提
起
し
た
の
み
で
あ
る（

（2
（

。『
大
學
賸
議
』
か
ら
秋
陽
は

『
四
書
知
新
日
録
』
を
通
し
て
許
敬
菴
の
『
大
學
述
』
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
の
で
、
こ
の
章
分
け
も
許
敬
菴
の
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る（

（3
（

。 

明
代
中
期
以
降
議
論
が
絶
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
格
物
」
解
釈
に
つ
い
て
は
、『
大
學
賸
議
』
で
は
、

格
と
は
、「
正
」
で
あ
り
、「
至
」
で
あ
る
。
も
と
づ
く
べ
き
所
に
も
と
づ
き
不
正
を
正
し
て
、
正
に
戻
る
（
至
る
）
意
味
が
あ
る
。

格
、
正
也
、
至
也
。
蓋
有
所
據
以
正
其
不
正
、
而
歸
於
正
之
意
。

と
あ
り
、
王
陽
明
の
「
正
す
」
と
い
う
解
釈
と
朱
子
の
「
至
る
」
と
い
う
解
釈
を
並
列
し
て
い
る
。
秋
陽
は
両
者
を
融
合
さ
せ
、
そ
れ
を
自
身
の

学
説
と
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
格
」
の
字
の
解
釈
の
み
を
見
る
と
、
朱
王
の
学
説
の
折
衷
派
だ
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
だ
が
、
秋
陽
の
「
良
知

説
」
に
対
す
る
信
念
は
強
く
、
そ
れ
が
陽
明
学
者
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
大
學
賸
議
』
の
「
題
言
」
に
は
、
以
下
の
記
述
が
あ

る
。

以
前
朱
王
は
道
は
同
じ
だ
が
、
学
が
少
し
違
う
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
、
突
き
詰
め
る
と
や
は
り
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
は

道
が
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
る
。
お
二
人
は
世
に
名
を
な
す
賢
人
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
得
す
る
所
が
あ
っ
て
、
斯
道
を
発
揮
し
た
が
、

そ
の
趣
が
精
妙
で
奥
深
い
た
め
に
、
理
解
し
に
く
い
も
の
が
あ
る
。
学
ぶ
者
は
そ
の
心
を
公
正
に
し
、
そ
の
気
を
平
ら
か
に
し
、
心
の
中
で
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会
得
し
て
融
合
さ
せ
、
そ
の
「
同
じ
か
ら
ず
」
か
ら
「
同
じ
」
を
見
出
し
自
分
の
糧
と
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
は
じ
め
て
善
く
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
謂
え
る
の
で
あ
る
。

嘗
竊
謂
朱
王
道
同
、
而
學
稍
不
同
。
雖
然
、
其
究
亦
歸
乎
同
、
以
道
同
也
。
夫
二
公
名
世
大
賢
、
各
因
其
所
自
得
、
而
發
揮
斯
道
、
意
趣
精

奧
、
固
未
易
曉
。
學
者
苟
公
其
心
、
平
其
氣
、
默
識
融
會
、
得
同
於
不
同
以
資
乎
己
、
乃
可
謂
之
善
學
也
。

秋
陽
は
ま
さ
に
「
公
其
心
、
平
其
氣
、
默
識
融
會
、
得
同
於
不
同
以
資
乎
己
」
と
い
う
方
式
で
朱
子
学
と
陽
明
学
を
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
を

以
っ
て
『
大
學
賸
議
』
を
成
し
た
。
彼
が
『
四
書
知
新
日
錄
』
を
愛
用
し
た
の
は
、
正
に
『
知
新
日
録
』
は
ど
れ
か
一
つ
の
説
の
み
を
採
ら
ず
、

各
々
の
学
者
の
説
を
残
し
た
と
こ
ろ
に
理
由
が
あ
る
。
従
っ
て
、
二
百
年
前
の
古
い
資
料
で
も
、
秋
陽
に
と
っ
て
は
貴
重
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、『
知
新
日
録
』
に
対
す
る
林
羅
山
の
向
き
合
い
方
と
は
異
な
る
も
の
と
い
え
る
。

六
、	

結
語

『
四
書
知
新
日
録
』
が
中
国
で
後
世
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
科
挙
用
の
参
考
書
で
あ
っ
た
た
め
に
、
実
用
性
は
あ
っ
て
も
学
術

的
に
は
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
明
代
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
こ
の
類
の
書
籍
は
大
量
に
出
版
さ
れ
、『
四
書
知
新
日

録
』
も
そ
の
内
の
一
つ
で
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
「
四
書
末
書
」
と
共
に
日
本
に
輸
入
さ
れ
な
が
ら
、『
知
新
日
録
』
は
江
戸
期
の
漢

学
者
が
愛
用
す
る
書
物
と
な
っ
た
。

本
文
は
そ
の
中
で
も
林
羅
山
と
吉
村
秋
陽
と
い
う
、
時
代
も
思
想
も
違
う
漢
学
者
を
例
に
、『
四
書
知
新
日
録
』
の
受
容
に
つ
い
て
そ
の
一
端

を
論
じ
た
。
林
羅
山
は
朱
子
学
者
と
し
て
『
知
新
日
録
』
を
読
み
、
最
新
の
学
説
を
多
く
収
録
し
て
い
る
と
い
う
面
で
こ
の
書
を
活
用
し
た
。
そ

の
二
百
年
後
、
幕
末
の
時
代
に
生
ま
れ
た
陽
明
学
者
の
吉
村
秋
陽
は
、
そ
の
修
学
過
程
で
朱
子
学
、
陽
明
学
、
陽
明
後
学
、
更
に
清
朝
考
証
学
を
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学
び
、
そ
の
う
え
で
『
四
書
知
新
日
録
』
を
愛
読
し
て
い
た
。
そ
れ
は
こ
の
書
が
一
つ
の
学
説
に
偏
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
説
を
採
り
入
れ
て
い

る
こ
と
を
評
価
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

『
四
書
知
新
日
録
』
が
主
旨
に
掲
げ
た
「
温
故
知
新
」、
鄭
申
甫
は
明
代
万
暦
年
間
に
記
述
さ
れ
た
「
新
説
」
が
「
故
説
」
と
な
っ
た
時
に
、
後

世
の
疑
問
に
答
え
、
新
な
学
問
を
築
く
時
に
役
に
立
て
ば
い
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
た
が
、
こ
の
思
い
は
図
ら
ず
も
二
百
年
後
の
日
本
で
実

現
さ
れ
た
と
い
え
る
。

〔
附
記
〕

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
故 

大
島
晃
先
生
に
は
資
料
の
閲
覧
、
撮
影
な
ど
に
ご
高
配
賜
っ
た
の
み
で
な
く
、
貴
重
な
ご
意
見
も
頂
戴
い
た
し
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
台
湾
科
技
部
研
究
計
画
「
明
末
的
《
四
書
》
註
釋
對
於
江
戸
漢
學
的
影
響
─
以
『
四
書
知
新
日
録
』
為
研
究
對
象—

」（103

─

2410

─H

─007

─055

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
台
湾
大
学
人
文
社
会
高
等
研
究
院
「
二
〇
一
五
年
青
年
學
者
東
亞
儒
學
學
術
論
壇
」

に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
コ
メ
ン
テ
ー
タ
─
の
陳
昭
瑛
氏
、
楊
儒
賓
氏
に
大
変
参
考
に
な
る
ご
意

見
を
頂
い
た
。

〔
注
〕

（
1
）
字
は
「
孩
如
」
と
の
説
も
あ
る
（『
福
建
通
志
』
巻
五
十
一
）。

（
2
）
吉
田
公
平
氏
は
「
日
本
に
お
け
る
『
伝
習
録
』」（『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』、
頁
二
七
─

二
八
）
で
『
知
新
日
錄
』
は
江
戸
の
儒
学
者
に
と
っ
て
、
明
代
の
『
四

書
』
解
釈
を
理
解
す
る
の
に
非
常
に
便
利
な
書
物
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

（
3
）『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
史
部
・
地
理
類
・
都
會
郡
縣
之
屬
。
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（
4
）『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
史
部
・
傳
記
類
・
總
錄
之
屬
。

（
5
）
近
年
中
国
重
慶
の
西
南
師
範
大
學
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
域
外
漢
籍
珍
本
文
庫
』
第
四
輯
（
二
〇
一
三
年
）
の
十
巻
～
十
一
巻
に
龍
谷
大
學
所
蔵
の
『
新
鐫
温
陵

鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
』
収
録
さ
れ
て
お
り
、
近
日
閲
覧
す
る
機
会
を
得
た
が
、
本
論
で
扱
う
四
種
の
テ
キ
ス
ト
と
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
各

巻
首
の
第
一
行
に
あ
る
書
名
は
「
鐫
温
陵
鄭
孩
如
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
大
學
巻
之
乙
」、「
新
鐫
温
如
鄭
先
生
觀
靜
窩
四
書
知
新
日
録
中
庸
巻
之
二
」、「
新
鐫
温

陵
鄭
孩
如
観
靜
窩
四
書
知
新
日
録
上
論
巻
之
三
」、「
新
鐫
温
陵
鄭
孩
如
観
靜
窩
四
書
知
新
日
録
下
論
巻
之
四
」
と
な
っ
て
お
り
、
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
詳

細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
参
考
の
た
め
に
書
影
を
附
す
（【
図
5
】）。

（
6
）
靜
嘉
堂
文
庫
所
藏
の
版
本
は
未
見
、
目
録
の
記
載
に
よ
り
同
版
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

（
7
）
國
家
圖
書
館
漢
學
研
究
中
心
所
藏
の
版
本
に
は
「
版
本
：
日
本
據
明
潭
城
余
彰
德
刊
翻
刻
本
」、「
資
料
來
源
：
台
大
」
と
の
記
載
あ
り
。

（
8
）（　

）
内
は
筆
者
に
よ
る
。『
中
庸
』『
論
語
』『
孟
子
』
の
部
分
は
こ
の
二
十
人
以
外
に
、
貢
受
軒
（
安
國
）、
李
見
羅
（
材
）、
耿
楚
侗
（
定
向
）、
湯
海
若

（
？
）、
聶
雙
江
（
豹
）、
楊
復
所
（
起
元
）、
張
洞
齋
（
治
具
）、
歸
震
川
（
有
光
）
な
ど
の
言
説
も
引
用
す
る
。

（
9
）
道
教
を
指
す
か
。

（
10
）『
四
書
知
新
日
録
』
と
許
敬
菴
の
『
大
學
』
解
釈
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
論
じ
た
い
。

（
11
）
佐
野
公
治
著
：『
四
書
學
史
の
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
八
八
年
）、
頁
三
─

十
六
参
照
。「
四
書
學
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
他
に
も
辻
本
雅
史
：「『
四
書

學
』：
暫
定
性
的
方
法
概
念
」
黃
俊
傑
編
『
東
亞
儒
者
的
四
書
詮
釋
』
所
収
（
台
北
：
台
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
年
）、
頁
二
八
五
─

二
八
八
。
周
春
健
『
元

代
四
書
學
研
究
』（
上
海
：
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）、
頁
一
─

五
な
ど
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
宋
・
趙
順
孫
：『
四
書
纂
疏
』（
台
北
：
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
頁
九
。

（
13
）『
陽
明
先
生
年
譜
』、〔
明
〕
王
守
仁
：『
王
陽
明
全
集
下
』（
上
海
：
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
、
頁
一
二
五
三
─

一
二
五
四
。
王
守
仁
は
一
五
〇

八
年
に
龍
場
へ
行
き
、
一
五
一
八
年
に
『
古
本
大
學
』
を
刊
行
す
る
。

（
14
）「
百
世
以
俟
聖
人
而
不
惑
」、『
中
庸
』
第
二
九
章
。

（
15
）『
王
陽
明
全
集
上
』、
頁
一
。

（
16
）『
王
陽
明
全
集
下
』、
頁
九
七
三
。

（
17
）「
謂
『
大
學
』
之
有
錯
簡
而
考
訂
序
次
之
者
、
程
朱
也
。
謂
『
大
學
』
之
無
錯
簡
而
一
循
用
其
古
本
之
舊
者
、
陽
明
也
。」「
大
學
考
次
序
義
」、〔
明
〕
李
材
『
見

羅
先
生
書
二
十
卷
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
・
子
部
11
』
台
南
：
莊
嚴
文
化
出
版
、
一
九
九
五
年
）、
頁
六
八
五
所
収
。

（
18
）
李
見
羅
の
『
大
學
』
解
釈
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
明
末
に
お
け
る
『
大
学
』
解
釈
─
李
見
羅
と
許
敬
菴
を
中
心
に
』（
東
京
：
二
松
學
舍
大
學
博
士
論
文
、
二
〇

〇
九
年
）、
頁
六
一
─

七
九
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
19
）「
格
致
義
」、『
見
羅
先
生
書
二
十
卷
』、
頁
六
八
三
所
収
。

（
20
）〔
明
〕
許
孚
遠
『
大
學
述
』（
萬
暦
二
九
年
刊
本
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
）。

（
21
）『
四
書
學
史
の
研
究
』、
頁
三
四
六
─
三
六
三
参
照
。
な
お
、「
新
四
書
學
」
一
語
に
つ
い
て
は
、
荒
木
見
悟
氏
が
〈
四
書
湖
南
講
に
つ
い
て
〉
で
初
め
て
こ
の
語
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を
用
い
た
。『
明
代
思
想
研
究
』（
東
京
：
創
文
社
、
一
九
七
二
年
）、
頁
二
九
二
─

三
〇
四
参
照
。

（
22
）
吉
田
公
平
：『
日
本
に
お
け
る
陽
明
学
』（
東
京
：
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）、
頁
一
一
九
─

一
二
〇
。

（
23
）
林
羅
山
：『
大
学
諺
解
』
三
冊
（
写
本
、
内
閣
文
庫
蔵
）。『
大
学
諺
解
』
に
つ
い
て
は
、
大
島
晃
：「
林
羅
山
の
『
大
学
諺
解
』
に
つ
い
て
─
そ
の
述
作
の
方
法

と
姿
勢
」、『
漢
文
學　

解
釈
與
研
究
』
第
七
輯
（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）、
頁
一
─

四
四
を
参
照
。

（
24
）
原
文
は
「
達
」
で
あ
る
、「
逵
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。

（
25
）
内
閣
文
庫
蔵
、
萬
延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）
刊
本
。

（
26
）『
大
學
賸
議
』
頁
一
ａ
。

（
27
）
李
紀
祥
：『
兩
宋
以
來
大
學
改
本
之
研
究
』、
第
一
章
〈
古
本
大
學
〉（
台
北
：
台
灣
學
生
書
局
、
一
九
八
八
年
）、
頁
二
一
─

二
九
参
照
。

（
28
）
上
述
の
李
紀
祥
の
研
究
に
よ
れ
ば
（
注
26
）、
六
章
に
分
け
る
こ
と
を
提
唱
し
た
学
者
は
、
宋
代
1
人
、
明
代
1
人
、
清
代
～
民
國
12
人
で
あ
る
。

（
29
）
拙
著
：「
明
儒
許
敬
菴
對
『
大
學
』
的
解
釋
」、『
經
學
研
究
集
刊
（
台
湾
高
雄
師
範
大
学
）』
第
五
期
（
二
〇
〇
八
年
十
一
月
）、
頁
二
一
五
─

二
二
六
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（
30
）
な
お
、
佐
藤
一
斎
の
『
大
學
欄
外
書
』
も
『
四
書
知
新
日
録
』
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
稿
で
論
じ
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

・
新
四
書
学　
『
四
書
知
新
日
録
』　

江
戸
漢
学　

漢
籍
受
容　

明
末
思
想




